
・セッション４　ロータリー米山記念奨学事業

目標：クラブが公共イメージ戦略からどのような恩恵を受けることができるかを探る

　　　　ロータリークラブにおける公共イメージの目標を、国際ロータリー行動計画の戦略分野に関連づける

　　　　「ロータリーブランド」の活用方法を学ぶ　

　　　　クラブが広報しようとするターゲット層を特定し、その層に効果的にアピールする方法をみつける

　　　　あなたの経験からRLIプログラムの強み弱みを分析し、RLI改善のための提言をしてください。

・セッション５　規定審議会・決議審議会

目標：規定審議会（COL）と決議審議会（COR)の意義と仕組みを理解する

　　　　どのように利用することができるでしょうか？

・セッション６　変化をもたらす

目標：他の後輩ロータリアンのためにRLI参加者としてRLIの経験を改善するためにはどのようなことができますか？

　　　　RLIの議論の中から出たアイディアを、ロータリークラブ、他の市民団体、社会生活、あるいは職業において

　　　　国際奉仕のアイディアを探る

・セッション２　効果的なリーダーシップ戦略

目標：グループの中での指導力やコミュニケーション能力を向上させる

　　　　国際プロジェクトにおいて職業スキルを生かす

　　　　目標や提案に対する支援を勝ち取ることができる方法を確認する

・セッション３　ロータリー財団Ⅲ：国際奉仕

目標：国際奉仕の機会について学ぶ

＊パートⅢのセッション説明
　　パートⅢでのディスカッション内容は６セッションありテーマは次の通りです

　　内容：RLI研修プログラム

・セッション１  ロータリーの機会

目標：国際ロータリー（RI）の常設プログラムを知りましょう。

　　　　あなたのそれぞれのプログラムに参加した経験を話し合う。

　　　　それらに参加することは国際ロータリーの使命とどのように適合するのでしょうか。

　　　　国際ロータリーのプログラムに参加することであなたやあなたのクラブにはどのような変化がうまれるか考える。


